
第
二
十
七
号
は
平
成
二
十
六
年
三
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

一
月
五
日（
日
）、三
月
二
十
三
日（
日
）　※

二
月
は
お
休
み

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

内
容―

ミ
ニ
お
経
講
座
〜
写
経
〜
茶
話
会（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
中
広
間　

参
加
費―

五
百
円　

備
考―

椅
子
席
あ
り
。

※

坐
禅
会
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
種
講
座
の
ご
案
内
（
平
成
二
十
六
年
一
月
〜
三
月
）

次
号
の
ご
案
内

ご
案
内

行
事
報
告

【
編
集
後
記
】「
お
寺
の
新
聞
楽
し
み
に
し
て
ま
す
よ
」。
最
近
、
沢
山

の
方
々
か
ら
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
発
刊

か
ら
四
年
。「
継
続
は
力
な
り
」
の
言
葉
を
胸
に
、
少
し
で
も
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、勤
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
長
岡
俊
成
）

平
成
二
十
六
年
　

年
回
表
（
法
事
早
見
表
）

一
周
忌

三
回
忌

七
回
忌

十
三
回
忌

十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

三
十
七
回
忌

四
十
三
回
忌

四
十
七
回
忌

五
十
回
忌

百
回
忌

平
成
二
十
五
年

平
成
二
十
四
年

平
成
二
十
年

平
成
十
四
年

平
成
十
年

平
成
四
年

昭
和
六
十
三
年

昭
和
五
十
七
年

昭
和
五
十
三
年

昭
和
四
十
七
年

昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
年

大
正
四
年

※

法
事
の
ご
相
談
は
、
な
る
べ
く
お
早

　

目
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
当
寺
で
の
法
事
の
際

に
ご
用
意
い
た
だ
く
も

の
〉

①
位
牌

※

仮
位
牌
は
、
忌
明
け

（
三
十
五
日
も
し
く
は

四
十
九
日
）
法
要
後
に

本
位
牌
（
当
寺
で
の
揮

毫
を
ご
希
望
の
方
は
、

事
前
に
お
寺
に
お
届
け

く
だ
さ
い
）
と
交
換
い

た
し
ま
す
。

②
本
堂
に
お
供
え
す
る

供
物（
あ
げ
も
の
）少
々

（
菓
子
・
果
物
な
ど
）

※
可
能
で
あ
れ
ば
前

日
ま
で
に
。

☆
引
き
続
き
、
当
寺

境
内
墓
地
で
墓
経
を

行
う
場
合
は
、
お
線

香
・
お
ろ
う
そ
く
・

供
物
少
々
・
洗
米
な

ど
も
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

（
平
成
二
十
六
年
一
月
～
三
月
）

■
一
月
一
日（
祝
）午
前
０
時
よ
り 

　
「
元
朝
大
般
若
祈
祷
」（
本
堂
）・「
除
夜
の
鐘
」（
鐘
楼
堂
）

大
般
若
経
の
転
読
に
よ
り
、皆
さ
ま
の
災
障
消
除
・
福
寿
無
量
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。鐘
楼
堂
で
は
煩
悩
を
払
う
除
夜
の
鐘
を
鐘
を
撞
き
ま
す
。

■
三
月
十
五
日（
土
）午
前
十
一
時
よ
り 

本
堂
に
て

　
「
涅
槃
会
法
要
」

お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅（
涅
槃
）に
ち
な
み
、そ
の
遺
徳
を
追
慕
し
、報
恩

感
謝
す
る
法
要
で
す
。恒
例
の「
だ
ん
ご
ま
き
」も
行
い
ま
す
。

■
三
月
二
十
一
日（
春
分
の
日
）午
前
十
一
時
よ
り　

本
堂
に
て 

　
「
春
季
彼
岸
会
法
要
」

ご
先
祖
さ
ま
に
感
謝
し
、自
ら
を
見
つ
め
直
す
法
要
で
す
。

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト

Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
第
五
回

行
事
報
告

　

十
月
二
十
九
日
、
中
島
敬
子

先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、
二
十

五
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
ヨ
ー
ガ
の
の
ち
、
初
の
試

み
と
し
て
、「
仏
教
夜
話
第
一

回
」
を
「
供
養
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
は
、
来
年
五
月

以
降
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

寺

御
祈
祷
札
に
つ
い
て

　

当
寺
で
は
、毎
年
一
月
、檀
徒
の
皆
さ
ま
に
「
御
祈
祷
札
」

を
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
御
札
は
、
一
月
一
日
午

前
０
時
か
ら
の
「
元
朝
大
般
若
祈
祷
」
の
際
に
、
御
本
尊

並
び
に
十
六
善
神
の
御
宝
前
に
お
供
え
さ
れ
、
御
祈
祷
を

受
け
た
も
の
で
す
。
中
札
は
二
種
類
入
っ
て
お
り
（
通
常

は
糊
で
固
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
）、
そ
の
中
で
も
「
立
春
大

吉
」
は
、
社
会
や
人
心
の
幸
福
を
祈
る
御
札
。
も
う
一
枚

は
、
各
家
の
家
門
繁
栄
、

子
孫
長
久
、
諸
縁
吉
祥

を
祈
る
御
札
で
す
。

　

各
地
域
の
役
員
さ
ん

を
通
し
て
お
配
り
し
て

お
り
ま
す
が
、
遠
隔
地

に
お
住
ま
い
の
檀
徒
の

方
で
御
札
を
ご
希
望
の

方
は
、
次
の
案
内
を
お

読
み
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
寺
報

も
お
送
り
可
能
で
す
）

■
お
申
し
込
み
方
法

電
子
メ
ー
ル
（info@

daianji.jp

）
も
し
く
は
、

FA
X

（0175-34-6426

）
ま
で
、
以
下
の
情
報

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〇
お
名
前　
　

〇
御
住
所
（
〒
も
）　

〇
電
話
番
号

〇
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の
場
合
）

〇
希
望
す
る
も
の　
　

・
御
札　
　

・
寺
報

お
知
ら
せ

　

当
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、携
帯
サ
イ
ト
を
通
し
て
ご
案
内
し
、電
子
メ
ー

ル
に
て
お
送
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
大
安
寺
門
前
だ
よ
り
（
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
）」
で
す
が
、
勝
手
な
が
ら
発
行
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
後
は
、facebook

、Tw
itter

に
て
引
き
続
き
積
極
的
に
情

報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。


